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１．はじめに 

 

観光産業は、地域での交流人口の増加、観光消費によ

る産業や雇用の創出、地域の魅力の発掘・育成等を通じ

て、地域の活性化に大きな寄与が期待できる。観光客の

モビリティや地域住民の生活環境を確保しつつ、観光客

の満足度を最大化するためには、観光客の交通行動やニ

ーズの適切な把握、観光客を対象とした都市交通マスタ

ープランの策定が必要とされる。しかし、その観光客の

交通行動に関する実態調査や、観光客に焦点を当てた都

市交通マスタープランの策定が十分に実施されていると

は言い難い状況である。 

これまで、観光交通行動に関する調査の多くは、紙の

アンケート調査票により行われてきた。これらアンケー

ト調査では、紙面の制約や被験者への負荷の問題から、

個人の詳細な交通行動を把握することが困難であった。

また、観光交通行動は“非日常的な交通行動”であり、

被験者に土地勘が無いことなどから、記憶に頼らざるを

得ないアンケート調査では、回答に限界があった。 

一方で、近年、GPS携帯電話などの移動体通信機器を

用い、被験者の移動履歴等を調査する、プローブパーソ

ン(以後、PP：Probe Person)技術を活用した交通行動調

査が実施されている1)。但し、従来のPP調査は、調査機

器操作の複雑さから、事前に被験者を募集し、説明会を

実施1)する必要があった。これに対し、観光客をターゲ

ットに調査を実施するには、調査機器をその場で配布し、

短時間でその操作方法を説明しなければならない。 

本論では、①「複雑な操作説明を必要とせず」、「被

験者が楽しみながら協力できる」ことを主眼としたPP調

査手法の提案し、②本手法を平成18年度に実施した「第

3回沖縄本島中南部都市圏パーソントリップ調査3)」に

おける観光交通行動調査にて検証を行い、③そこから取

得データ分析を通じて得られた知見について整理を行う。 

 

２．観光交通調査におけるPPの設計 

 

PP技術を活用した調査は、平成14年頃から本格的に技

術が確立し、各種調査にて活用が行われている。PP調査

の基本はGPS付き携帯電話を被験者が所持し、移動履歴

や利用した交通手段、移動目的等の取得を実施するもの

である1)。 

 

（１）PP調査の特徴と課題 

一般的にPP調査の利点は、次の点が挙げられる。 

・ 緯度・経度や移動手段、移動目的の収集により、

詳細な交通行動を把握できること 

・ 複数日にわたる交通行動データが収集できること 

・ 被験者の記憶に依存しない、客観的なデータが収

集できること 

PP調査が普及した背景には、携帯電話が被験者にと

って扱いやすい一つのツールとなっている要素が大き

い（携帯電話の普及状況：平成18年12月現在、約1億

台、人口普及率約78%）4)。また、PP調査は、その実績

からも長期間(1週間～2ヶ月)の調査に適している。同

様の調査を従来の紙媒体の調査で実施することは、非

常に困難を極める。但し、PP調査は、操作の複雑さ故

に、調査開始前の被験者説明に多くの時間を要する。

一方、これは被験者に正しい操作をしてもらうことで、

正確なデータを取得するという非常に大きい意味があ

る。 

しかし、今回のPP調査は、レンタカー利用の観光客

を対象として実施するため、説明に多くの時間を費やす

ことができない。そこで、今回は、被験者が扱う携帯電

話のPP調査機能を大幅改良し、操作の簡便化を図る必要

があった。 

（２）PP調査手法の設計 

今回の観光PP調査の設計コンセプトとして、「複雑な

操作説明を必要とせず」、「被験者が楽しみながら協力

できる」ことに主眼を置いて、PP調査手法の設計を行っ

た（表-1）。 
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表-1 観光PP調査の設計コンセプトと内容 

コンセプト ニーズ 内容 

被験者 簡単な操作が

よい 

A4用紙1枚の簡単な

説明書 

出発、到着時のワ

ンタッチ操作 

経路を把握し

たい 

GPSによる位置把握

（約5秒間隔） 

複雑な操作説

明を必要とし

ない（＝簡単

な操作説明の

みで調査でき

る） 

計画者 

移動手段や移

動目的を知り

たい 

移動手段、移動目

的の収集 

被験者 観光に来たの

で、写真を取

りたい 

携帯電話の写真機

能を活用した Web

アルバム作成 

被験者が楽し

みながら協力

できる 

計画者 被験者が楽し

いと感じた場

所を知りたい 

写真撮影位置と、

そのときに被験者

が感じたことを収

集（エントリ操

作） 

表-2 調査機器の基本操作 

出発時 「出発」ボタン操作 → 「交通手段」の選択 

到着時 「到着」ボタン操作 → 「移動目的」の選択 

 
a）複雑な操作説明を必要としないための工夫 

被験者が観光客であり、調査機器の説明会実施が難

しいことから、A4用紙1枚の簡単な操作説明書と、調査

員による5分程度の説明で調査を実施できるように、PP

調査手法の改良を行った（表-2）。 

具体的には、被験者の実施する調査機器の操作を、

出発、到着時のワンタッチ操作のみとした。出発の操作

時に「交通手段」を、到着の操作時に「移動目的」を選

択するような設計とすることで、「移動履歴」のデータ

に加え、計画者の観点から 分析に必要となる「交通手

段」、「移動目的」のデータ収集ができるよう改良を行

った。なお、既存の多くのPP調査で収集されている「交

通手段変更」のデータに関しては、沖縄の観光はレンタ

カー利用が多く、途中で交通手段を変更するような移動

がほぼ発生しないことを考慮し、簡略化のためにデータ

収集機能は搭載しなかった。 

 

b）被験者が楽しみながら協力できるための工夫 

調査に使用した携帯電話には、カメラ機能が搭載され

ている。そこで、被験者が観光の途中で気になった場所

で写真撮影してもらうことにより、移動経路や撮影した

写真を提供する「Webアルバム」の作成を行った。写真

撮影機能には、被験者が撮影時に感じたことを選択でき

るよう、「景色」、「ご飯・おやつ」等のカテゴリを設

けた。また、計画者の観点から、被験者が移動中に渋滞

と感じた箇所、および、道を間違えた箇所についても、

データを収集できるように設計を行った。 

 

図-1 観光PP調査機器の操作説明書 

 

 
表-2 Webアルバム 

 

c）PP調査機器の作成 

基づきPP調査機器の作成を行っ

た

、

“

、

前述の設計コンセプトに

。図-1は、調査時に配布した機器操作説明書である。 

ここでは、被験者が操作する“出発、到着の操作”と

写真を撮る等の記録の取得(以下、エントリ)の操作”

の説明を記載している。被験者は、どの操作もほぼワン

タッチで操作が可能なため、調査員による機器操作法の

説明も、5分程度で実施することができるようになって

いる。図-2は、作成したWebアルバムであり、被験者が

旅行を終えて自宅に戻った後に、移動の履歴や撮影した

写真をWeb上の地図に表示し、日記形式のアルバムとし

て見ることができるようになっている。 



表-3 調査の概要 

 概 要 

調査期間 ・平成18年10月～11月（2ヶ月間） 

サンプル数 
・収集実績：284グループ 
※基本的には2泊3日以上のグループを
対象として配布。 

取得データ 

・移動履歴(時刻、緯度、経度) 
・移動目的 
・移動手段 
・エントリ(渋滞ポイント、写真) 

調査方法 
・レンタカー会社にて、携帯電話の配
布回収 

・説明5～10分程度 

※被験者は当初、1ヶ月間の調査で200グループを見込んでいたが、

調査期間を2ヶ月間に延長した 

 

３．調査の概要 

（１）調査の概要 

実態調査は、沖縄本島にて平成18年10月～11月の2ヶ

月間にわたり、レンタカー利用の観光客を対象として実

施し、284グループの協力を得ることができた（表-3）。 

 

（２）調査結果の速報 

図-3は、取得した位置情報データを電子地図上に掲載

したものである。走行履歴データは、リゾート施設が多

い、沖縄本島西海岸地域(那覇市～名護市)に密集してい

ることが分かる。また、渋滞箇所のエントリデータは、

国道58号や那覇都心というように従来から渋滞箇所とし

て認識されている所と同様な箇所にてデータが取得でき

た。写真を撮影した場所は、観光施設や、その周辺であ

り、写真撮影機能を楽しく利用されていることが伺える。 

表-4は、取得したデータをクリーニングし、得られた

有効データを集計した結果である。調査機器を配布した

被験者284名のうち、280名が調査機器の操作を実施して

おり、簡単な説明のみでも、調査機器を操作することが

できることが伺える。被験者の平均のレンタカー利用日

数は2.60日であり、沖縄県への観光客の平均滞在日数が

3.80日（平成17年）5)程度であること、飛行機による行

き帰りの移動日は観光をしていないことを考慮すれば、

沖縄県に滞在中の移動がほぼ全て、レンタカーによる移

動であることが分かる。 

データクリーニングの実施前後のデータを比較すると、

被験者数やトリップ数、トリップ時間が大きく変化して

いる。これは、図-4に示すとおり、データクリーニング

実施前は、被験者の調査機器操作ミスによる短時間のト

リップや、調査機器の操作忘れによる調査時間のトリッ

プが多く含まれているためである。今回の分析では、短

時間のトリップに関しては、マップマッチングによるト

リップ判定を、また、長時間のトリップについては、移

動・滞留の判定による、トリップ分割を行い、データを

クリーニングした。クリーニング実施後のデータにおけ

る、観光客の日あたり平均トリップ数は4.92トリップで 

：渋滞と感じた箇所、道に迷った箇所

：写真を撮影した箇所

：移動軌跡

※図は取得したポイントデータを電子地図上に表示
したものであり（マップマッチングをしていないた
め）GPSの誤差により、幅が太く見える那覇市～名護
市にかけてデータが多く取れていることが分かる。

※図は取得したポイントデータを電子地図上に表示
したものであり（マップマッチングをしていないた
め）GPSの誤差により、幅が太く見える那覇市～名護
市にかけてデータが多く取れていることが分かる。

：渋滞と感じた箇所、道に迷った箇所

：写真を撮影した箇所

：移動軌跡

※図は取得したポイントデータを電子地図上に表示
したものであり（マップマッチングをしていないた
め）GPSの誤差により、幅が太く見える那覇市～名護
市にかけてデータが多く取れていることが分かる。

※図は取得したポイントデータを電子地図上に表示
したものであり（マップマッチングをしていないた
め）GPSの誤差により、幅が太く見える那覇市～名護
市にかけてデータが多く取れていることが分かる。  
図-3 走行履歴の取得状況 

表-4 データ取得結果 

被験者数 （※機器配布被験者数） 284 人 

平均旅行（レンタカー利用）日数 2.60 日 

被験者数（※機器操作被験者数） 280 人 

日あたり平均トリップ数 4.11 ﾄﾘｯﾌﾟ/日

被験者あたり平均トリップ数 10.71 ﾄﾘｯﾌﾟ/人

ﾃﾞｰﾀ

ｸﾘｰ

ﾆﾝｸﾞ

前 
平均トリップ時間 252.4 分 

被験者数 205 人 

日あたり平均トリップ数 4.92 ﾄﾘｯﾌﾟ/日

被験者あたり平均トリップ数 7.83 ﾄﾘｯﾌﾟ/人

ﾃﾞｰﾀ

ｸﾘｰ

ﾆﾝｸﾞ

後 
平均トリップ時間 29.6 分 
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図-4 ﾃﾞｰﾀｸﾘｰﾆﾝｸﾞ実施前後のトリップ時間分布 

 

あり、地域住民の日常的なトリップ（第2回沖縄中南部

都市圏PT調査における日あたりの平均トリップ数（ネッ

ト）は、2.89トリップ6)）に比べて、観光客が、倍近く

多くのトリップを行っていることが分かる。 



この他に、調査に 応を調査するた

め、調査実施後に、観光PP調査の バムページか

ら 力し 調査

を 5)。 る

と、調査員の説明は ったと

回答し 、携 機器）の操作方法につい

ても、53%の被験者が分かりやすかったと回答している。

エントリの操作が も

の 到着 の被験者

の理

く移 ことが可能であることが

える。Webアルバムに関しては、93%の被験者が、操作

かったと回答している。また、その機

能 歴が見られる点、撮影した写真が

見

であった「複雑な操作説明を必要とせず」、「被験者が

楽 という目的を、概ね達成する

こ

４

ンの策定へと結びつけて

い

に 縄

市計画モ 、株式会社トラ ールド

の内田様、林様、斉藤様に大変お世話になりました。ここ

に感謝の意を表し、厚く御礼申し上げます。 
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表-5 実態調査後のアンケート結果 

Ｑ．調査員の説明はわかりやすかったですか．

回答数 回答者数に対する割合

14 93.3%

1 6

Ｑ．携帯電話の操作はわかりやすかったですか．

回答数 回答者数に対する割合

・分かりやすかった 8 53.3%
・分りづらかっ

.7%

た電源オンオフ 2 13.3%
出発操作 0 0.0%
到着操作 2 13.3%
エントリ 4 26.7%

その他 5 33.3%

Ｑ．Webアルバムの操作はわかりやすかったですか．

回答数 回答者数に対する割合

14 93.3%

1 6

Ｑ．Webアルバムの良かった機能は，何ですか．

回答数 回答者数に対する割合

12 80.0%
7 4

参加した被験者の反

Webアル

、調査の協 やすさに関する任意のアンケート

行った(表- 回収は15名であった。その結果をみ

93%の被験者が分かりやすか

ており 帯電話（調査

難しかったという被験者が27%いる

操作に関の、出発、 の しては、ほぼ全て

解を得ることができ、簡単な説明のみでも、問題な

動履歴データの収集を行う

伺

方法は分かりやす
.7%

6.7
20.0%
0.0%

0 0.0%

Ｑ．今回の調査は すか．

回答者 る割合

93.3%

1 6.7%

後 ティアとして協

については、移動履

られる点、および、写真のダウンロードできる点にお

いて特に被験者から好評を得ることができた。 

以上の結果から、今回実施した観光PP調査の設計思想

しみながら協力できる」

とができたと考えられる。アンケートの自由回答欄等

を見ると、“説明は分かったつもりであったが、実際に

利用すると分からないところがあった”など、調査機器

操作の簡略化に関する更なる改善の余地も残されている

ものの、今後の調査手法として、PP技術を用いた移動履

歴の収集が、有効なツールの一つであることを確認する

ことができた。 

 

．おわりに 

 

今回の観光PP調査は、従来のPP調査よりも“被験者が

楽しく”、“如何に利用しやすくするか”ということを

考慮して調査の設計・実施を行った。その結果、調査に

協力頂いた被験者の方からも良好な反応を得ることがで

き、また、移動履歴のデータ収集も問題なく行うことが

できたことから、概ね目標が達成できたと考えられる。 

今後は、収集データを活用し、観光客の交通行動を考慮

に入れた、都市交通マスタープラ

く必要がある。一つのヒントとしては、観光交通を対

象としたまちづくりの概念として、久保田ら7)の“お客

様”である観光客ひとりひとりのニーズに最大限こたえ

る（おもてなしする）交通システム（TDO：Transportat

ion Demand Omotenashi）がある。沖縄県中南部都市圏

の都市交通マスタープラン策定にあたっては、今回の調

査で取得したデータを用い、観光交通の観点にて交通診断

を行い、観光客に対する「おもてなし」を考慮した都市

交通マスタープランの策定に向けて検討を実施していく予

定である。 

 

最後 本調査の実施に当たっては、沖 県土木建築部都

ノレール課の皆様 ンスフィ

be-data.jp/act/org.html 
２）杉野勝敏、矢野晋哉、羽藤英二、朝倉康夫：プロー

ブパーソン調査を用いた観光行動分析，第32回土木
計画学研究発表会・講演集，CD-ROM，2005. 

３）第3回沖縄本島中南部都市圏パーソントリップ調査，
http://www.pref.okinawa.jp/okinawapt/index.htm 

４）総務省統計局資料：電気通信サービスの加入契約数
の状況（平成18年12月末），http://www.soumu.go.
jp/s-news/2007/070306_2.html 

５）沖縄県観光商工部観光企画課：平成17年版観光要覧，

６）
回沖縄本島中南部都市圏パーソントリップ調査報告書

2006. 
沖縄本島中南部都市圏総合都市交通計画協議会：第2

現況分析編，1991. 
７）久保田尚ほか：観光地における Transportation Dem

and Omotenashi に関する研究，平成17年度新道路研
究会成果報告会，2006. 

%
3
6 4

紙による調査と比べてどうで

回答数 数に対す

14

Ｑ．今 ，同様の調査にて，ボラン 力頂けますか

回答数 回答者

1 6.7%
8 53.3%

2 13.3%

・ い
・謝礼あればOK

で

・受
・受け入れにくい

・写真がみられること
・入力コメントが
・写真ダウンロードが

数に対する割合

4ティアOK 26.7%・ボラン
楽し 要素あればOK

・協力 きない

け入れられやすい

みられること
できるこ

・他

・分かりやすかった
・分かりづらかった

・移動履歴がみられること

・分かりやすかった
・分かりづらかった
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